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去
る
六
月
三
十
日
（
土
）、
第
二
十

五
回
花
栄
会
総
会
・
懇
親
会
が
神
保
町

の
学
士
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
総
勢
七
十
三
名
、
う
ち
平
成

卒
業
が
十
五
名
、
女
性
が
二
十
五
名

で
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
初
参
加
の
方
も

多
く
、
華
や
か
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
い
て
行
わ
れ
た
小
講
演
で

は
、
鹿
角
を
舞
台
と
し
た
交
響
詩
「
鹿

角
を
生
き
る
」
の
ビ
デ
オ
映
像
を
背
景

に
、
さ
い
た
ま
市
消
防
音
楽
隊
楽
長
な

ど
で
活
躍
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
Ｏ
Ｂ

の
阿
部
和
博
さ
ん
（
26
期
）、
恩
師
の

前
原
正
治
先
生
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
母
校

の
思
い
出
と
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
つ
い

て
お
話
を
お
う
か
が
い
し
ま

し
た
。
前
原
先
生
は
、
ご
自

身
が
作
詞
さ
れ
た
交
響
詩

「
鹿
角
を
生
き
る
」
の
第
三

章
の
詩
を
朗
読
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

吉
村
ア
イ
市
議
会
議
員

（
19
期
）
か
ら
の
乾
杯
の
ご

挨
拶
で
懇
親
会
へ
と
移
り
ま

し
た
。
片
岡
俊
仁
校
長
、
井

上
高
廣
同
窓
会
長
か
ら
は
、

母
校
の
現
状
や
鹿
角
三
校
高

校
統
合
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
報
告
が
あ
り
、

次
い
で
、
秋
高
連
会
長
の
望

月
久
氏
（
大
館
鳳
鳴
高
校
Ｏ

Ｂ
）、
児
玉
均
先
生
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
の
女
性
ボ
ー

カ
ル
青
木
千
春
さ
ん（
44
期
）

が
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
で
オ

盛
会
裏
に
終
わ
っ
た

　
　

花
栄
会
総
会
・
懇
親
会

東
京
支
部
「
花
栄
会
」　

幹
事
長

根　

市　

知　

宏
（
25
期
）

平成31年度　総会開催のご案内

•日時：平成31年５月11日（土）

•場所：鹿角市花輪　鹿角パークホテル

•会費：４，０００円（懇親会費）

支部便り

リ
ジ
ナ
ル
曲
を
披
露
し
、
高

杉
正
副
幹
事
長
（
41
期
）
率

い
る
結
成
五
周
年
を
迎
え
た

鹿
角
ブ
ラ
ス
‼
メ
ン
バ
ー
九

名
と
海
外
か
ら
参
加
の
切
田

朋
輝
さ
ん
（
49
期
）
に
よ
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
が
、
阿

部
和
博
さ
ん
の
指
揮
も
加
わ

り
披
露
さ
れ
、
前
原
正
治
先

生
作
詞
、
佐
藤
修
一
先
生
作

曲
の
「
花
輪
高
校
五
十
周
年

記
念
讃
歌
」、
女
学
校
校
歌

と
高
校
校
歌
を
ブ
ラ
ス
伴
奏

に
て
合
唱
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で
は
、
黒
澤

仁
悦
さ
ん
（
21
期
）、
花
輪

か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
阿

部
純
一
さ
ん
（
44
期
）
と
安

保
朗
さ
ん
（
42
期
）
か
ら
有

用
な
情
報
提
供
が
あ
り
、
記

念
撮
影
後
、
応
援
歌
と
エ
ー

ル
を
交
わ
し
て
、
三
時
間
半
に
わ
た
る

同
窓
会
も
名
残
惜
し
く
も
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
七
日

（
土
）、
同
じ
学
士
会
館
に
て
開
催
の
予

定
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
い
つ
で

も
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（E―

m
ail:neichitm

h@
yahoo.co.jp

）。
再

び
お
よ
び
初
め
て
の
皆
さ
ま
に
お
会
い

で
き
ま
す
こ
と
を
、
役
員
一
同
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。
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ム
な
ど
話
し
合
わ
れ
ま
す
。
五
十
年
後

ま
で
見
据
え
、
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
他
に
類
を
見
な
い
特
色
あ
る
学

校
、
鹿
角
の
発
展
に
つ
な
が
る
学
校
を

創
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
二
〇
二
四

年
頃
に
開
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

校
舎
の
設
置
場
所
も
ま
だ
決
定
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

残
り
少
な
い
花
輪
高
校
の
支
援
と
同

窓
会
の
発
展
を
期
す
と
同
時
に
、
統
合

後
の
同
窓
会
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
県
内
の
既
に
統
合
し
た
高
校

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
同
窓

会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

鹿
角
地
区
の
三
高
校
の
統
合
に
つ
い

て
、
鹿
角
三
高
校
の
先
生
方
が
今
年
と

来
年
の
二
年
間
か
け
て
統
合
校
の
基
本

構
想
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
設
置
さ
れ

る
学
科
、
コ
ー
ス
を
始
め
カ
リ
キ
ュ
ラ

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス

同
窓
会
長　

井　

上　

高　

廣
（
₁₈
期
）

花
高
愛︵
Ⅰ
︶Ｄ

校　

長　

片　

岡　

俊　

仁

◦
会
長
四
期
目
◦
職
歴
：
西
仙
北

高
校
校
長
、
能
代
高
校
校
長
◦
趣

味
：
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
旅
行
◦
特
技
：
野

菜
作
り
◦
座
右
の
銘
：
至
誠
力
行

横
顔

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
、
新
し

い
同
窓
会
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
各
支
部
に
も
影
響
し
ま
す
の
で
多

く
の
方
か
ら
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ら
れ

る
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
周
年
事

業
あ
る
い
は
閉
校
式
の
準
備
も
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と

も
母
校
と
同
窓
会
の
発
展
に
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
の
教
え
子
や
同
窓
生
の
方
々
と
触
れ

合
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
六
月
に
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
花

栄
会
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
会
場
の
雰
囲
気
、
講
演
、
歌

と
ブ
ラ
ス
の
共
演
と
、
ど
れ
も
素
晴
ら

し
い
も
の
ば
か
り
で
感
動
い
た
し
ま
し

た
。
田
村
勝
俊
（
９
期
）
会
長
様
を
始

め
と
し
ま
す
会
員
の
皆
様
に
は
、
紙
面

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
、花
輪
高
校
は「
花
高
愛（
Ｉ
）

Ｄ
」
を
掲
げ
、「
文
武
両
道
の
実
現
」「
人

間
力
向
上
」「T

H
IN

K
 GLO

BA
LLY

,

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
校
長
の
片
岡
で
す
。
同
窓

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
母
校
の

教
育
活
動
に
対
し
、
多
大
な
る
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

花
高
勤
務
も
二
年
目
を
迎
え
、
い
ろ

い
ろ
な
機
会
や
場
面
に
お
い
て
、
か
つ

A
CT

 LO
CA

LLY

」「
地
域
貢
献
」
を

柱
と
し
て
、
目
指
す
生
徒
像
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
る
花
高
生
」「
自
ら
考
え
、

判
断
し
行
動
す
る
花
高
生
」
の
実
現
に

向
け
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
生
徒
も
職
員
も
花
高
を
愛
す
る
こ

と
で
、
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
、
信
頼
さ

れ
る
学
校
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
温
か
い
御
支
援
と
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

十
月
十
日
、
大
館
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
第
六
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
十
二
名
の
参
加
者
に
よ
り
開
か

れ
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
雨
も
降
ら
ず

無
風
状
態
の
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
よ
り

で
し
た
。
少
人
数
の
た
め
個
人
成
績
と

し
、
新
ペ
リ
ア
の
結
果
、
優
勝
は
佐
藤

隆
夫（
�9
期
）、
二
位
山
田
徹
弘（
26
期
）、

三
位
神
田
昭
治
（
20
期
）
と
な
り
、
ベ

ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
畠
山
強
（
�8
期
）
で

し
た
。 同

窓
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第 6 回

昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
。
新
潟

大
卒
。
平
成
二
十
三
年
か
ら
大
館

鳳
鳴
、
秋
田
、
十
和
田
、
大
館
桂
桜
各
高

校
の
教
頭
を
経
て
、
平
成
二
十
九
年
よ
り

花
輪
高
校
校
長
。
趣
味
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
座

右
の
銘
は
﹁
不
易
流
行
﹂﹁
凡
事
徹
底
﹂
等
。

横
顔

～同窓会の動きとして～副幹事長　山田　良志（34期）
　

昨
年
か
ら
副
幹
事
長
を
仰

せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
角
地
域
の
高
校
統
合
に

つ
い
て
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
時

期
や
場
所
等
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
行
政
に
預
け
ら
れ

て
い
る
状
態
で
す
。
同
窓

会
の
役
員
と
し
て
は
、
創
立

百
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
も
の

か
、
閉
校
式
が
先
に
な
る
の

か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

統
合
時
と
な

れ
ば
、
そ
の

後
の
同
窓
会

の
あ
り
方
、

会
費
、
予
算

等
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
べ
き
大
き
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
利

用
も
考
え
委
員
会
で
思
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

各
同
窓
会
支
部
で
の
活
動

に
期
待
し
、
本
会
の
総
会
へ

の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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今
年
度
の
総
会
が
五
月
十
二
日
（
土
）
に
鹿
角
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
か
ら
は
県
北
総
体
の
お
忙

し
い
中
、
片
岡
校
長
先
生
、
石
上
教
頭
先
生
、
石
井
事
務
長
さ
ん
、
総
務
主
任
大
野
先
生
の
四
人
に
来
て
い
た
だ
き
、
総

勢
三
十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
前
半
で
は
決
算
・
予
算
や
事
業
報
告
・
計
画
な
ど
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
後

半
は
、
関
厚
さ
ん
（
24
期
）
に
よ
る
山
菜
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
関
さ
ん
の
講
演
を
聴
き
に
外
部
の
方
も
来

場
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
来
年
は
五
月
十
一
日
（
土
）
に
開
催
予
定
で
、

役
員
改
選
の
年
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成30年度総会１　

山
菜
以
前

　

現
在
の
「
山
菜
」
は
、
ど
の
よ
う
に

呼
ば
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
二

六
〇
年
前
の
﹃
万
葉
集
﹄（
七
五
九
年
）

は
雄
略
天
皇
の
「
こ
の
岳
（
お
か
）
に

菜
摘
ま
す
児
」
で
始
ま
り
ま
す
。﹃
古

今
和
歌
集
﹄（
九
〇
五
年
）
に
は
百
人
一

首
で
有
名
な
「
君
が
た
め
春
の
野
に
い

で
て
若
菜
つ
む
わ
が
衣
手
に
雪
は
ふ
り

つ
つ
」（
光
孝
天
皇
）
が
登
場
し
ま
す
。

若
菜
摘
み
は
生
命
力
の
象
徴
で
あ
る
萌

え
出
る
若
菜
を
食
し
一
年
の
健
勝
を
祈

る
儀
式
を
詠
ん
だ
も
の
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
「
山
菜
」
は
あ
り
ま
せ

ん
。

２　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
の
辞
典
、
辞

　
　

書

　

一
六
九
七
年
の
﹃
農
業
全
書
﹄（
宮
崎

安
貞
著
）
で
は
芹
、
野
蜀
葵
（
ミ
ツ
バ

セ
リ
）、
蓼
、
蕨
、
土
筆
な
ど
に
つ
い

て
、「
山
野
菜
の
類
」
と
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
百
科
辞
典
で
あ
る
﹃
和
漢

三
才
図
会
﹄（
寺
島
良
安
著
）
で
も
「
山

菜
」
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
七
一
三
年
の
﹃
養
生
訓
﹄（
貝
原
益

軒
著
）
に
「
も
ろ
こ
し
に
は
、
神
を
祭

る
に
園
菜
を
用
い
ず
し
て
、
山
菜
、
水

菜
を
用
ゆ
」
と
し
て
初
め
て
の
山
菜
が

使
わ
れ
ま
し
た
。
中
国
古
典
か
ら
の
引

用
で
、
肥
だ
め
の
肥
料
を
使
う
菜
は
神

事
に
は
使
っ
て
は
、
な
ら
な
い
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
山
菜
」
は
広
ま
ら

ず
、
明
治
の
国
語
辞
典
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
大
言
海
」
に
は
な
く
、
昭
和
前
期
の

「
大
辞
典
」
に
も
採
録
さ
れ
ず
、
昭
和

二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）
ま
で
の
国

語
辞
典
、
漢
和
辞
典
、
料
理
本
に
は

「
山
菜
」
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３　
「
山
菜
」
の
誕
生

　

「
山
菜
」
は
突
然
、
使
わ
れ
始
め
ま

し
た
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）

﹁
山
菜
﹂
の
誕
生
と
展
開

鹿
角
産
業
文
化
研
究
所

関　
　
　
　
　

厚
（
2₄
期
）

総会記念講演

　

六
月
二
十
四
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た

母
校
の
文
化
祭
で
、
昨
年
に
引
き
続
い

て
図
書
館
前
の
廊
下
に
写
真
を
展
示
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
九
十
周
年
に
展
示
さ

れ
た
花
高
の
歴
史
を
物
語
る
写
真
を
再

展
示
し
た
も
の
で
す
。
学
校
が
あ
ん
と

ら
あ
の
場
所
に
あ
っ
た
時
代
の
も
の
か

ら
現
在
の
場
所
に
移
っ
た
旧
校
舎
の
も

の
や
、
現
校
舎
に
な
っ
て
か
ら
の
写
真

な
ど
、
懐
か
し
さ
が
染
み
出
て
お
り
、

多
く
の
人
が
足
を
止
め
て
見
て
い
ま
し

た
。

の
民
俗
学
者
向
山
雅
重
さ
ん
の
﹃
続
山

村
小
記
﹄
で
す
。
実
は
昭
和
十
六
年
、

植
物
学
者
牧
野
富
太
郎
さ
ん
が
「
野
生

食
用
植
物
の
話
」
を
ラ
ジ
オ
講
演
し
た

際
、「
山
菜
」
を
使
っ
て
い
た
の
で
す
。

牧
野
さ
ん
は
貝
原
益
軒
の
研
究
者
で
、

激
し
さ
を
増
す
戦
争
で
は
野
生
植
物
を

「
菜
っ
葉
飯
」、「
加
て
飯
」
と
し
て
利

用
し
よ
う
と
い
う
内
容
で
し
た
。
野
菜

は
山
菜
を
含
む
概
念
で
し
た
が
、
栽
培

植
物
以
外
の
野
生
植
物
と
し
て
の
山
菜

で
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）、﹃
民

俗
学
辞
典
﹄
の
「
山
菜
」
は
、「
春
の
山

菜
採
り
、
秋
の
キ
ノ
コ
採
り
等
」
の
ハ

レ
の
日
の
楽
し
み
と
し
て
の
「
山
菜
」

も
復
活
さ
せ
て
い
ま
す
。
執
筆
者
は
毛

馬
内
出
身
で
、
大
湯
の
大
円
寺
に
眠
る

民
俗
学
者
瀬
川
清
子
さ
ん
で
し
た
。
瀬

川
さ
ん
の
名
著
「
食
生
活
の
歴
史
」
で

は
瑞
々
し
い
山
菜
採
り
が
描
か
れ
て
い

ま
す
が
、
春
先
の
鹿
角
の
山
菜
採
り
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）、
よ

う
や
く
﹃
明
解
国
語
辞
典
﹄
に
も
「
山

菜
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　

ま
と
め

　

「
山
菜
」
は
疎
開
し
た
人
た
ち
に
ふ

る
さ
と
の
つ
よ
い
印
象
を
与
え
ま
し

た
。
高
度
経
済
成
長
で
、
ふ
る
さ
と
と

の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

中
で
「
山
菜
」
に
、
そ
の
き
ず
な
を
求

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
料
理
研
究

家
本
山
荻
舟
さ
ん
は
昭
和
三
十
年
前
後

に
山
菜
料
理
を
都
会
の
料
亭
へ
出
し
た

と
語
っ
て
い
ま
す
。
食
物
学
者
篠
田
統

さ
ん
が
「
山
菜
・
野
草
の
区
別
は
曖
昧

で
、
し
ば
し
ば
料
亭
の
都
合
に
左
右
さ

れ
る
。」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
そ
の

辺
の
事
情
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
「
山
菜
」
に
は
救
荒
食
物
と

い
う
よ
り
、
若
菜
摘
み
や
茸
狩
り
、
喜

び
と
し
て
の
、
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
さ

せ
る
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
価
値
の
変
化
に
よ
る
発
展
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。



（�）花 高 同 窓 会 会 報

「
む
が
し
っ
こ
」
に

魅
せ
ら
れ
て

鹿
角
民
話
の
会
ど
っ
と
は
ら
ぇ
会
長

北
村　

正
人
（
22
期
）

　

鹿
角
民
話
の
会
「
ど
っ
と
は
ら
ぇ
」

は
平
成
五
年
に
市
民
の
有
志
に
よ
り
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
名
称
の
「
ど
っ
と
は

ら
ぇ
」
は
、
民
話
の
最
後
を
飾
る
決
ま

り
文
句
。
旧
南
部
藩
領
で
は
「
ど
ん
と

は
れ
」
又
は
「
ど
っ
と
は
ら
ぇ
」、
秋

田
藩
領
で
は
「
と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の

ぷ
ぅ
」
な
ど
、
そ
の
土
地
特
有
の
言
葉

で
語
り
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

　

私
は
結
成
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
初

代
会
長
の
故
高
橋
節
夫
さ
ん
か
ら
勧
め

ら
れ
軽
い
気
持
ち
で
入
会
し
、
一
昨
年

に
三
代
目
会
長
と
な
り
ま
し
た
。
会
の

活
動
は
主
に
鹿
角
に
伝
わ
る
民
話
や
伝

説
の
収
集
と
研
究
、
自
ら
語
り
部
と
し

て
求
め
に
応
じ
て
語
る
、
定
期
公
演
で

あ
る
「
む
が
し
っ
こ
の
集
い
」
の
開
催

な
ど
。
そ
の
他
、
県
全
体
の
組
織
で
あ

る
「
あ
き
た
民
話
の
会
」
関
連
行
事
へ

の
参
加
も
あ
り
ま
す
。

　

入
会
当
初
は
軽
い
気
持
ち
で
い
た
も

の
の
、「
む
が
し
っ
こ
」
を
覚
え
る
に

つ
れ
次
第
に
そ
の
魅
力
に
引
き
込
ま

れ
、
活
動
を
通
し
て
多
く
の
方
と
知
り

合
い
、
地
域
の
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

無
形
民
俗
文
化
財
と
も
言
う
べ
き
「
む

が
し
っ
こ
」
の
価
値
を
知
っ
て
か
ら
は
、

な
ん
と
し
て
も
こ
の
貴
重
な
口
承
文
化

を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
自
覚

が
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
語
り
の
面

白
さ
も
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
は
男
性
十
人
、
女
性
五

人
の
十
五
人
。
四
十
歳
代
か
ら
九
十
歳

に
近
い
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
と
、
現

役
か
ら
リ
タ
イ
ヤ
組
ま
で
経
験
や
経
歴

も
様
々
な
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
活
動
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
ん
な
方
々
と
交
流
し
一
つ
の
こ

と
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
何
よ
り
楽
し
い

で
す
し
、
そ
れ
が
会
の
最
大
の
魅
力
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
定
年
ま
で
続
け
「
さ
て
今
後

の
生
き
が
い
は
？
」
と
考
え
た
と
す
る

と
、
私
の
場
合
は
こ
の
会
に
入
っ
て
い

た
こ
と
に
ど
れ
だ
け
助
け
ら
れ
た
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
現
役
の
時
か
ら
退
職
後

に
何
を
し
た
い
か
、
何
が
で
き
る
か
を

後
輩
の
方
々
に
は
今
か
ら
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
今
の
私
は
「
む
が
し
っ

こ
」
を
通
し
て
自
分
を
磨
き
、
み
ん
な

が
楽
し
ん
で
く
れ
る
「
生
き
が
い
」
を

持
ち
得
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

縁
が
輪
に
な
る

大
湯
の
え
ん
が
わ

淺
利　

裕
子
（
43
期
）

　

平
成
三
十
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
道
の
駅
お
お
ゆ
（
湯
の
駅
お
お
ゆ
）」

の
駅
長
を
務
め
る
淺
利
で
す
。
こ
の
よ

う
な
形
で
同
窓
会
報
紙
に
寄
稿
す
る
こ

と
に
な
る
と
は
、
人
生
何
が
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
、
と
恐
縮
し
つ
つ
、
当
駅
の

ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　

当
駅
は
鹿
角
市
十
和
田
大
湯
の
温
泉

郷
の
中
心
、
わ
か
り
や
す
く
ご
案
内
す

平成29年度　同窓会決算書
収入の部 単位：円

1,480,320
900,000
580,320
734,462

0
218

2,215,000

１．会　費
　　⑴会費
　　⑵入会費
２．繰越金
３．繰入金
４．諸収入
　　合　　　　計

同窓生会費
＠1,440円×400人（未収金あり）

名簿販売、花高祭綿菓子販売他

1,719,200
1,145,000
574,200
734,462

0
7,193

2,460,855

238,880
245,000
△ 6,120

0
0

6,975
245,855

1,808,800
1,204,000
604,800
546,180

2,283,945
153,253

4,792,178

70,000
770,000
140,000
10,000
550,000
70,000
440,000
330,000
60,000
30,000
20,000
30,000
10,000
20,000
600,000
350,000
150,000
100,000
14,000
200,000

0
2,000
89,000

2,215,000

2,460,855
1,720,740
740,115

１．会議費
２．会務費
　　⑴旅費
　　⑵消耗品費
　　⑶通信費
　　⑷振込手数料
３．事業費
　　⑴印刷費
　　⑵記念品費
　　⑶広告費
　　⑷広報費
４．渉外費
　　⑴渉外費
　　⑵慶弔費
５．助成費
　　⑴部活動助成費
　　⑵進路指導助成費
　　⑶支部助成費
６．備品費
７．積立金
８．繰出金
９．雑　費
10．予備費
　　合　　　　計

　　収 入 総 額
　　支 出 総 額
　　差 引 残 額

総会費用他

秋田支部総会出席旅費
事務用品等
同窓会会報発送費等郵送料
会費振込手数料

会費振込用紙、会報（２回）
卒業記念品（印鑑ケース）
高校野球応援広告

インターハイ激励金、部活後援会助成
PTA進路指導助成
関西支部、秋田支部
卒業アルバム
定期預金

過年度分入会金返金

33,708
552,643
10,212
9,395

484,376
48,660
380,313
320,753
52,850
6,710
0
0
0
0

540,000
340,000
150,000
50,000
12,636
200,000

0
0

1,440
1,720,740

△ 36,292
△ 217,357
△ 129,788
△ 605

△ 65,624
△ 21,340
△ 59,687
△ 9,247
△ 7,150
△ 23,290
△ 20,000
△ 30,000
△ 10,000
△ 20,000
△ 60,000
△ 10,000

0
△ 50,000
△ 1,364

0
0

△ 2,000
△ 87,560
△ 494,260

46,010
702,774
120,296
10,000
516,808
55,670
388,330
306,108
55,512
6,710
20,000
20,000

0
20,000
585,000
335,000
150,000
100,000
12,722
300,000

2,000,000
0

2,880
4,057,716

400,119
300,026

項　　　　目 摘　　　　要本年度予算
額（Ａ）

増　　減
（Ｂ）－（Ａ）

28年度
決算額

本年度決算
額（Ｂ）

項　　　　目 摘　　　　要本年度予算
額（Ａ）

増　　減
（Ｂ）－（Ａ）

28年度
決算額

本年度決算
額（Ｂ）

支出の部

定期預金（Ｈ27積立分）
定期預金（Ｈ28積立分）

る
と
ホ
テ
ル
鹿
角
様
の
向
か
い
に
ご
ざ

い
ま
す
。
鹿
角
市
が
設
置
し
指
定
管
理

制
度
に
よ
り
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
に
至
る
ま
で
の
ア
レ
コ
レ
は

こ
こ
で
は
綴
り
切
れ
な
い
の
で
す
が
、

当
初
は
地
元
大
湯
地
区
の
交
流
拠
点
、

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
広
場

と
し
て
設
計
、
建
設
が
進
め
ら
れ
た
た

め
、
最
新
の
他
の
道
の
駅
に
比
べ
る
と

建
物
等
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
広
大
な
芝
生

の
広
場
が
印
象
的
な
駅
で
す
。

　

こ
う
し
た
建
設
経
緯
に
よ
る
特
徴
も

あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
隈
研
吾
氏
に
よ

る
設
計
で
あ
る
、
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
隈
研
吾
氏
は
新
国
立
競
技
場

の
設
計
で
話
題
に
な
っ
た
世
界
的
建
築

家
で
す
が
、
自
然
素
材
、
特
に
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
独
創
的
な
デ
ザ
イ

ン
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
駅
も
秋
田

杉
を
は
じ
め
と
す
る
秋
田
県
産
材
を
数

多
く
用
い
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
温
泉
郷

の
風
景
に
溶
け
込
む
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

で
す
。
ま
た
、
館
内
に
多
く
使
わ
れ
た

の
が
「
円
筒
Ｌ
Ｖ
Ｌ
」
と
呼
ば
れ
る
部

材
で
元
々
は
長
い
筒
状
の
柱
を
輪
切
り

に
し
、
装
飾
と
し
て
、
構
造
、
家
具
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

隈
氏
に
よ
る
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
賑
わ
い
を
生
み
出
す　

ま
ち
の
え
ん

が
わ
」。
温
泉
郷
の
風
景
を
え
ん
が
わ

で
の
ん
び
り
眺
め
る
よ
う
な
、
温
泉
に

浸
か
っ
た
時
の
心
身
が
ほ
ぐ
れ
る
よ
う

な
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
た
設
計
と

な
っ
て
お
り
、
円
筒
Ｌ
Ｖ
Ｌ
に
よ
る

「
輪
」
は
「
交
流
」
や
「
縁
」、「
つ
な

が
り
」
と
い
っ
た
〝
人
と
人
と
が
交

わ
っ
て
い
く
〟
イ
メ
ー
ジ
も
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
想
い
を
受

け
継
ぎ
、
運
営
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
縁
が

輪
に
な
る　

大
湯
の
え
ん
が
わ
」
と
し
、

毎
日
行
き
交
う
お
客
様
、
ス
タ
ッ
フ
、

商
品
等
と
の
ご
縁
を
つ
な
い
で
い
く
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
る

と
幸
甚
で
す
。
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

「大湯えんがわカフェ」の軒下にある足湯は
大湯温泉源泉かけ流し


